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博覧会との出会い

小学校入学直前の当時6歳の頃、高知城内

の公園だったと思うが20～30人程が乗ったボー

トが高所から滑り下りて池水面にザブンと突

入し、大きな水しぶきを浴びて乗舟客は悲鳴

をあげる。アトラクションの“ウォターシュー

ト”である。幼少の私は誰かに支えられて乗

舟していたような記憶がある。後年に分かっ

たのだが、それが1950（S25）年開催の「南

国高知産業博覧会」であった。これが博覧会

と最初の出会い・・・

それから1957（S 32）年には、長崎市松山

町で「第14回全国菓子博覧会」が開催される。

そして迎えた1970年の大阪万博である。幸

いに万博会場近くの茨木市に叔父が居住して

いた。兄弟らと世話になり開場時から夕刻ま

で三日間通い存分に楽しんだ。

会場内の各外国館では自国の万博記念切手

の発売もあり、これらのパビリオン巡りで切

手や記念カバー入手も楽しみであった。

以来、博覧会では1985「つくば国際科学技

術博」、1989「アジア太平洋博」・「横浜博」・

「世界デザイン博」、1990「国際花と緑の花

博」、そして地元開催の「‘90長崎『旅』博」、

2001「山口きらら博」、2005「愛・地球博」

等を体験してきた。またこの間には1981「神

戸ポートピア博」や種々の地方博が開催され

るという博覧会ブームでもあった。

そういうことで博覧会関連の切手を収集し

ていた。

「愛・地球博」から20年ぶりの「大阪・関

西万博」が今、大阪・夢洲で開催中。これを

機に、切手で世界の博覧会（EXPO）の歴史を

振り返ってみよう。

The EXPO
伊東 弘章
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